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○ 宇 都 宮 市 難 病 患 者 福 祉 手 当 支 給 条 例  

平 成 28年 ３ 月 23日  

条 例 第 17号  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は ，市 が ，難 病 患 者 に つ い て ，難 病 患 者 福 祉 手 当（ 以 下「 手

当 」 と い う 。 ） を 支 給 す る こ と に よ り ， 難 病 患 者 の 療 養 生 活 の 質 の 維 持 向

上 を 図 り ， も っ て そ の 福 祉 の 増 進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て「 難 病 患 者 」と は ，難 病 の 患 者 に 対 す る 医 療 等 に

関 す る 法 律 （ 平 成 26 年 法 律 第 50号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 ５ 条 第 １ 項

に 規 定 す る 指 定 難 病 の 患 者 で あ っ て 法 第 ７ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 支 給 認 定

を 受 け て い る も の 又 は 特 定 疾 患 （ 疾 病 の 原 因 が 不 明 で あ っ て ， 治 療 方 法 が

確 立 さ れ て い な い 疾 患 と し て 栃 木 県 が 指 定 す る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

の 患 者 で あ っ て 当 該 特 定 疾 患 に 係 る 医 療 費 に つ い て 栃 木 県 の 支 給 認 定 を

受 け て い る も の を い う 。  

（ 対 象 者 ）  

第 ３ 条  手 当 の 支 給 の 対 象 と な る 者（ 以 下「 対 象 者 」と い う 。）は ，市 内 に

住 所 を 有 す る 難 病 患 者 と す る 。 た だ し ， 宇 都 宮 市 心 身 障 害 者 福 祉 手 当 支 給

条 例 （ 昭 和 44年 条 例 第 15号 ） の 規 定 に 基 づ く 手 当 の 支 給 を 受 け て い る 者 を

除 く 。  

（ 受 給 資 格 の 認 定 ）  

第 ４ 条  対 象 者 は ，手 当 の 支 給 を 受 け よ う と す る と き は ，市 長 が 定 め る と こ

ろ に よ り ， そ の 受 給 資 格 に つ い て 市 長 の 認 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

２  対 象 者 に 前 項 の 認 定 の 申 請 を す る こ と が で き な い 事 情 が あ る と き は ，対

象 者 を 監 護 し ， 養 育 し ， 又 は 介 護 す る 者 が ， 対 象 者 に 代 わ っ て そ の 申 請 を

す る こ と が で き る 。  

（ 受 給 資 格 の 喪 失 ）  

第 ５ 条  前 条 第 １ 項 の 認 定 を 受 け た 難 病 患 者（ 以 下「 受 給 者 」と い う 。）が

次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し た と き は ， 受 給 資 格 を 失 う 。  

(1) 難 病 患 者 で な く な っ た と き 。  

(2) 死 亡 し た と き 。  

(3) 市 内 に 住 所 を 有 し な く な っ た と き 。  

（ 手 当 の 額 ）  
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第 ６ 条  手 当 の 額 は ， 受 給 者 １ 人 に つ き 月 額 5,000円 と す る 。  

（ 支 給 期 間 及 び 支 給 期 月 ）  

第 ７ 条  手 当 は ，対 象 者 が そ の 受 給 資 格 の 認 定 を 受 け た 日 の 属 す る 月 の 翌 月

か ら 受 給 資 格 を 失 っ た 日 の 属 す る 月 ま で 支 給 す る 。  

２  手 当 は ，毎 年 ４ 月 ，８ 月 及 び 12月 の ３ 期 に 区 分 し ，そ れ ぞ れ の 前 月 ま で

の 分 を 支 給 す る 。 た だ し ， 受 給 者 が 受 給 資 格 を 失 っ た 場 合 に お け る そ の 期

の 手 当 は ， そ の 支 給 期 月 で な い 月 で あ っ て も ， 支 給 す る こ と が で き る 。  

（ 支 給 の 制 限 ）  

第 ８ 条  手 当 は ，次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は ，そ の 年 の ８ 月 か ら

翌 年 の ７ 月 ま で は ， 支 給 し な い 。  

(1) 対 象 者 の 前 年 の 所 得 が ，特 別 児 童 扶 養 手 当 等 の 支 給 に 関 す る 法 律（ 昭

和 39年 法 律 第 134号 。以 下 こ の 項 に お い て「 特 別 児 童 扶 養 手 当 法 」と い う 。）

第 20条 の 規 定 に よ る 支 給 の 制 限 に 該 当 す る と き 。  

(2) 対 象 者 の 配 偶 者 （ 婚 姻 の 届 出 を し て い な い が ， 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同

様 の 事 情 に あ る 者 を 含 む 。 ） の 前 年 の 所 得 又 は 対 象 者 の 民 法 （ 明 治 31年

法 律 第 ９ 号 ）第 877条 第 １ 項 に 定 め る 扶 養 義 務 者 で 当 該 対 象 者 の 生 計 を 維

持 す る も の の 前 年 の 所 得 が ， 特 別 児 童 扶 養 手 当 法 第 21条 の 規 定 に よ る 支

給 の 制 限 に 該 当 す る と き 。  

２  市 長 は ，受 給 者 が こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き は ，

手 当 の 額 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と が で き る 。  

（ 未 支 給 の 手 当 ）  

第 ９ 条  市 長 は ，受 給 者 が 死 亡 し ，又 は 所 在 不 明 と な っ た 場 合 に お い て ，そ

の 者 に 支 給 す べ き 手 当 で ，ま だ そ の 者 に 支 給 し て い な か っ た も の が あ る と

き は ， 当 該 受 給 者 を 監 護 し ， 養 育 し ， 又 は 介 護 し て い た 者 に 対 し ， そ の 未

支 給 の 手 当 を 支 給 す る こ と が で き る 。  

（ 手 当 の 返 還 ）  

第 10条  偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 手 当 の 支 給 を 受 け た 者 が あ る と き は ，

市 長 は ，受 給 額 に 相 当 す る 額 の 全 部 又 は 一 部 を そ の 者 か ら 返 還 さ せ る こ と

が で き る 。  

（ 受 診 命 令 ）  

第 11条  市 長 は ，必 要 が あ る と 認 め る と き は ，受 給 者 に 対 し て ，市 長 の 指 定

す る 医 師 の 診 断 を 受 け る よ う 命 ず る こ と が で き る 。  

（ 譲 渡 又 は 担 保 の 禁 止 ）  
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第 12条  手 当 の 支 給 を 受 け る 権 利 は ，こ れ を 譲 渡 し ，又 は 担 保 に 供 す る こ と

が で き な い 。  

（ 届 出 ）  

第 13条  受 給 者 は ，第 ４ 条 第 １ 項 の 認 定 の 申 請 の 内 容 に 変 更 が あ っ た と き 又

は そ の 受 給 資 格 を 失 っ た と き は ，速 や か に 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 

２  受 給 者 に 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 を す る こ と が で き な い 事 情 が あ る と き

は ， 受 給 者 を 監 護 し ， 養 育 し ， 又 は 介 護 す る 者 が ， 受 給 者 に 代 わ っ て そ の

届 出 を し な け れ ば な ら な い 。  

（ 委 任 ）  

第 14条  こ の 条 例 の 施 行 に つ い て 必 要 な 事 項 は ， 市 長 が 定 め る 。  

附  則  抄  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は ， 平 成 28年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 次 項 の 規 定 は ，

公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 準 備 行 為 ）  

２  第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 受 給 資 格 の 認 定 に つ い て 必 要 な 行 為 は ，こ の

条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に お い て も ， 同 条 の 規 定 の

例 に よ り す る こ と が で き る 。  

（ 宇 都 宮 市 特 定 疾 患 患 者 福 祉 手 当 支 給 条 例 の 廃 止 ）  

３  宇 都 宮 市 特 定 疾 患 患 者 福 祉 手 当 支 給 条 例（ 昭 和 49年 条 例 第 16号 ）は ，廃

止 す る 。  

 


